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瑕
疵
（
改
正
民
法
で
は
「
契
約
不
適

合
」
）
の
評
価
基
準
に
は
、
建
築
基
準
法

等
の
建
築
関
係
法
令
、
住
宅
金
融
支
援
機

構
が
定
め
る
技
術
基
準
、
日
本
建
築
学
会

の
標
準
仕
様
書
（
※
１
）
、
住
宅
瑕
疵
担

保
責
任
保
険
の
設
計
施
工
基
準
等
が
あ

り
ま
す
が
、
裁
判
等
に
お
け
る
評
価
基
準

と
し
て
は
、
契
約
（
売
買
・
請
負
）
の
内

容
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
最
高
裁
判
所
の

平
成
15
年
10
月
10
日
判
決
は
、
原
審
（
控

訴
審
）
が
「
断
面
の
寸
法
250
㎜×

250
㎜
の

鉄
骨
を
使
用
し
た
と
い
う
契
約
の
違
反

が
あ
る
が
、
使
用
さ
れ
た
鉄
骨
で
あ
っ
て

も
、
構
造
計
算
上
、
居
住
用
建
物
と
し
て

の
本
件
建
物
の
安
全
性
に
問
題
は
な
い

か
ら
、
南
棟
の
主
柱
に
係
る
本
件
工
事
に

瑕
疵
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
」
と
判
断
し
ま
し
た
が
、
「
本
件
建

物
の
耐
震
性
を
高
め
、
耐
震
性
の
面
よ
り

安
全
性
の
高
い
建
物
に
す
る
た
め
、
南
棟

の
主
柱
に
つ
き
断
面
の
寸
法
300

㎜×

300

㎜
の
鉄
骨
を
使
用
す
る
こ
と
が
、
特
に
約

定
さ
れ
、
こ
れ
が
契
約
の
重
要
な
内
容
に

な
っ
て
い
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
こ
の
約
定
に
違
反
し
て
、

同
250

㎜×

250

㎜
の
鉄
骨
を
使
用
し
て
施

工
さ
れ
た
南
棟
の
主
柱
の
工
事
に
は
、
瑕

疵
が
あ
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と

判
断
し
、
原
審
の
判
断
を
覆
し
、
瑕
疵
の

評
価
基
準
と
し
て
契
約
で
定
め
ら
れ
た

内
容
に
従
う
べ
き
こ
と
を
示
し
ま
し
た

（
※
２
）
。 

 

瑕
疵
の
評
価
基
準
と
な
る
べ
き
契
約

内
容
は
、
契
約
書
、
添
付
資
料
（
設
計
図

面
・
仕
様
書
、
見
積
書
）
に
よ
り
本
来
判

明
す
る
は
ず
で
す
が
、
実
際
の
事
案
に
お

い
て
は
、
契
約
締
結
段
階
に
お
い
て
、
大

ま
か
な
設
計
図
面
し
か
作
成
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
り
、
見
積
書
も
「
一
式
」
表
示

に
よ
り
具
体
的
な
工
事
内
容
の
特
定
が

不
明
確
で
あ
る
等
、
瑕
疵
の
評
価
基
準
と

な
る
契
約
内
容
が
曖
昧
で
あ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 

 
契
約
内
容
を
明
ら
か
に
す
べ
き
証
拠

が
不
足
す
る
場
合
、
契
約
当
事
者
（
請
負

の
場
合
は
注
文
者
と
請
負
人
で
あ
る
施

工
業
者
等
）
の
や
り
取
り
を
示
す
議
事

録
、
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
打
合
せ
で
用
い

ら
れ
た
図
面
、
そ
の
図
面
へ
の
書
込
み
、

図
面
が
変
更
等
に
よ
り
複
数
存
在
す
れ

ば
、
そ
の
時
系
列
や
変
更
内
容
、
当
事
者

の
メ
モ
や
説
明
（
供
述
証
拠
）
等
か
ら
契

約
で
求
め
ら
れ
る
設
計
施
工
内
容
を
確

定
す
る
し
か
な
く
、
残
さ
れ
た
証
拠
が
少

な
い
程
、
契
約
内
容
の
確
定
が
困
難
と
な

り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
一
方
当
事
者
（
注

文
者
）
だ
け
の
客
観
的
裏
付
け
が
乏
し
い

説
明
だ
け
で
は
、
裁
判
で
敗
訴
リ
ス
ク
が

高
く
な
り
ま
す
。 

 

Ｇ
メ
ン
と
し
て
建
物
調
査
を
行
う
際
、

瑕
疵
の
評
価
基
準
を
明
確
化
で
き
な
い

場
合
に
は
、
瑕
疵
判
定
に
困
難
が
伴
い
ま

す
。
根
拠
と
な
り
得
る
の
が
依
頼
者
の
説

明
の
み
な
ど
契
約
内
容
に
明
確
な
根
拠

が
乏
し
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
建

物
調
査
の
結
果
を
記
載
す
る
報
告
書
に

は
「
調
査
依
頼
者
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
●

●
と
い
う
設
計
施
工
が
な
さ
れ
る
べ
き

契
約
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を

前
提
に
調
査
結
果
の
意
見
を
述
べ
る

と
・
・
・
」
と
い
う
留
保
を
明
記
す
べ
き

で
し
ょ
う
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
瑕
疵
判

定
は
、
結
局
、
基
準
と
な
る
契
約
内
容
が

証
明
さ
れ
な
い
と
、
瑕
疵
自
体
が
否
定
さ

れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
十
分
に
あ
り
、
瑕

疵
判
定
に
説
得
力
が
乏
し
い
面
が
あ
る

の
は
否
め
ま
せ
ん
。 
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そ
こ
で
、
契
約
内
容
の
判
断
が
事
案
解

決
に
重
要
な
場
合
に
は
、
早
期
に
弁
護
士

へ
の
相
談
を
お
薦
め
し
ま
す
。
た
だ
、
弁

護
士
で
あ
っ
て
も
、
依
頼
者
か
ら
の
説
明

に
加
え
、
メ
ー
ル
等
の
間
接
的
な
状
況
証

拠
か
ら
裁
判
所
が
ど
の
よ
う
な
契
約
内

容
を
認
定
す
る
か
見
通
す
こ
と
が
悩
ま

し
い
事
案
も
あ
り
、
弁
護
士
、
Ｇ
メ
ン
、

依
頼
者
の
三
者
間
で
十
分
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
依
頼
者
が
負
担
す

る
Ｇ
メ
ン
の
調
査
費
用
や
弁
護
士
費
用

も
考
慮
し
つ
つ
、
紛
争
解
決
向
け
た
方

針
・
手
続
選
択
（
弁
護
士
を
代
理
人
す
る

交
渉
か
、
あ
る
い
は
裁
判
手
続
）
を
決
め

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

※
１ 

住
宅
金
融
支
援
機
構
が
定
め
る

技
術
基
準
、
日
本
建
築
学
会
の
標

準
仕
様
書
が
契
約
内
容
に
な
っ

て
い
な
い
と
争
わ
れ
る
事
案
が

あ
り
、
裁
判
所
が
基
準
に
な
ら
な

い
と
認
定
し
た
裁
判
例
も
あ
り

ま
す
の
で
、
要
注
意 

※
２ 

契
約
内
容
に
添
わ
な
い
施
工
で

あ
っ
て
も
契
約
違
反
の
軽
微
性

等
か
ら
瑕
疵
が
否
定
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

 

 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
で
は

毎
年
、
定
期
的
に
年
間
４
回
の
研
修
会
を

開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
年
の
３

月
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
に
よ
り
10
月
ま
で
定
例

の
研
修
会
は
一
度
も
開
催
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
９
月
に
は
研
修
会
に
代
わ
る
も

の
と
し
て
、「
事
例
研
究
・
小
屋
裏
換
気
」

「
換
気
に
つ
い
て
」
の
レ
ポ
ー
ト
を
会
員

各
位
に
配
信
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

そ
し
て
、
こ
の
11
月
７
日
に
2020
年
度

第
２
回
研
修
会
が
品
川
区
立
総
合
区
民

会
館
（
き
ゅ
り
あ
ん
）
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
で
は
、
窓
あ
け
換
気
、
１
時

間
ご
と
の
休
憩
及
び
空
気
入
替
、
手
指
消

毒
液
の
用
意
、
出
席
者
の
マ
ス
ク
着
用
の

義
務
付
け
、
講
師
の
マ
ス
ク
着
用
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
等
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
に
努
め

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

第
１
時
限
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
と
し
て
も
重
要
と
さ
れ

て
い
る
換
気
を
テ
ー
マ
に
講
義
が
な
さ

れ
、
第
２
時
限
は
建
築
Ｇ
メ
ン
が
相
談
に

の
り
、
建
築
紛
争
等
に
関
与
す
る
上
で
知

っ
て
お
く
べ
き
法
律
知
識
に
つ
い
て
今

年
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
改
正
民
法
を

中
心
に
講
義
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
研
修
会
報
告
は
2020
年
度
初
め

て
の
研
修
会
で
あ
り
、
次
回
の
研
修
会
開

催
も
不
透
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
講
習
の

内
容
に
つ
い
て
も
詳
し
く
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
都
合
に
よ
り
参

加
で
き
な
か
っ
た
方
は
こ
の
報
告
を
読

ん
で
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
詳
し
く
内
容
を

知
り
た
い
と
お
思
い
の
方
は
、
研
修
会
の

内
容
を
収
録
し
た
Ｂ
Ｄ
と
資
料
を
会
よ

り
購
入
し
て
頂
き
建
築
Ｇ
メ
ン
の
活
動

や
建
築
知
識
の
向
上
に
お
役
立
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 □
１
時
限
「
換
気
に
つ
い
て
」 

講
師 

田
岡
照
良
（
当
会
副
理
事
長
） 

 

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
と
し
て
、

大
変
重
要
と
さ
れ
て
い
る
「
換
気
」
に
つ

い
て
、
意
外
と
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
換
気

方
法
に
つ
い
て
、
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

講
義
の
レ
ジ
ュ
メ
は
次
の
と
お
り
で

す
。 

《
建
築
設
備
設
計
基
準
》 

第
一 

換
気
設
備 

第
二 

関
連
法
規
・
法
令 

第
三 

換
気
扇
・
ダ
ク
ト
等
の
種
類
に
つ

い
て 

第
四 

換
気
ダ
ク
ト
等
の
不
良
施
工
と

劣
化
原
因 

第
五 

換
気
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス 

第
六 

換
気
ア
ラ
カ
ル
ト 

ま
ず
、
《
建
築
設
備
設
計
基
準
》
に
お

い
て
は
、
建
築
設
備
設
計
基
準
平
成
30
年

版
（
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
官
庁
営
繕
部

設
備
・
環
境
課
制
定
、
平
成
30
年
３
月
19

日 

国
営
設
134
号
）
の
第
４
編 

空
気
調

和
・
換
気
設
備
の
第
２
章
「
換
気
設
備
」

よ
り
、
基
本
事
項
、
換
気
方
式
及
び
換
気

設
備
の
構
造
、
居
室
・
浴
室
・
便
所
等
の

換
気
、
火
を
使
用
す
る
室
の
換
気
、
熱
源

機
械
室
・
電
気
室
・
EV
機
械
室
・
駐
車
場

等
の
換
気
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
さ
れ

た
。 第

一
の
「
換
気
設
備
」
で
は
、
換
気
は
、

主
に
在
室
者
の
保
健
衛
生
維
持
の
為
、
室

内
空
気
の
清
浄
と
温
度
上
昇
を
制
御
す

る
た
め
に
行
う
。
他
に
器
具
機
械
の
結
露

や
そ
れ
が
原
因
の
カ
ビ
や
サ
ビ
の
発
生
、

故
障
な
ど
の
防
止
の
為
に
も
行
う
。
と
い

っ
た
換
気
の
必
要
性
を
示
し
、
室
内
の
空

２
０
２
０
年
度 

第
２
回
研
修
会
報
告 

 

文
責 

常
任
理
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桑
原 

秀
朗  
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気
汚
染
の
原
因
、
厚
生
労
働
省
の
建
物
環

境
衛
生
基
準
に
よ
る
換
気
の
必
要
回
数
、

自
然
換
気
の
法
的
基
準
（
建
築
基
準
法
及

び
建
築
基
準
法
施
行
令
）
、
自
然
換
気
の

原
理
、
給
排
気
口
の
位
置
に
つ
い
て
や
、

自
然
換
気
の
欠
点
に
つ
い
て
説
明
さ
れ

た
。
次
に
機
械
換
気
に
関
す
る
解
説
が
さ

れ
、
機
械
換
気
に
は
、
第
一
種
換
気
法
・

第
二
種
換
気
法
・
第
三
種
換
気
法
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
使
用
場
所
な
ど

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

台
所
の
換
気
、
便
所
の
換
気
、
浴
室
の
換

気
に
つ
い
て
で
、
台
所
の
換
気
は
コ
ン
ロ

を
使
用
し
た
場
合
の
換
気
方
法
、
便
所
の

換
気
で
は
、
建
築
基
準
法
で
換
気
は
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
窓
を
設
け
れ
ば
換
気

扇
は
必
要
な
い
こ
と
や
、
理
想
的
な
給
排

気
口
の
配
置
の
仕
方
な
ど
が
あ
る
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
他
に
浴
室

の
換
気
に
つ
い
て
も
解
説
さ
れ
ま
し
た
。 

第
二
の
「
関
連
法
規
・
法
令
に
つ
い
て
」

で
は
、
最
初
に
換
気
関
連
法
規
総
括
一
覧

表
を
提
示
さ
れ
、
建
築
物
衛
生
法
、
建
築

基
準
法
、
労
働
安
全
衛
生
法
の
適
用
範
囲

及
び
室
内
環
境
基
準
値
な
ど
が
示
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
「
建
築
物
衛
生
法
」
で
は

適
用
さ
れ
る
建
築
物
の
用
途
（
特
定
用

途
）
、
適
用
延
面
積
、
浮
遊
粉
塵
量
・
Ｃ

Ｏ
含
有
率
・
Ｃ
Ｏ
２
含
有
率
な
ど
の
基
準

値
が
示
さ
れ
た
。
「
建
築
基
準
法
（
建
築

基
準
法
施
行
令
）
」
で
は
全
て
の
居
室
及

び
火
気
使
用
室
に
は
換
気
設
備
が
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
、
機
械
換
気
設
備
に
お

け
る
居
室
別
及
び
火
気
使
用
室
等
の
有

効
換
気
量
の
算
定
式
の
方
法
、
他
に
換
気

設
備
が
防
火
区
画
を
貫
通
す
る
場
合
の

基
準
な
ど
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
っ
た
。

最
後
に
「
労
働
安
全
衛
生
法
」
か
ら
事
務

所
衛
生
基
準
規
則
の
換
気
基
準
、
労
働
安

全
衛
生
規
則
の
事
務
所
を
除
く
屋
内
換

気
の
規
制
な
ど
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
た
。 

第
三
の
「
換
気
扇
・
ダ
ク
ト
等
の
種
類

に
つ
い
て
」
は
、
フ
ァ
ン
の
種
類
、
換
気

扇
の
種
類
（
一
般
換
気
扇
・
業
務
用
換
気

扇
）
が
紹
介
さ
れ
、
そ
し
て
、
換
気
ダ
ク

ト
等
の
種
類
の
中
で
は
、
パ
イ
プ
ダ
ク
ト

の
種
類
、
接
続
パ
イ
プ
の
種
類
、
ベ
ン
ト

キ
ャ
ッ
プ
（
パ
イ
プ
フ
ー
ド
）
の
種
類
が

説
明
さ
れ
、
外
捜
型
ベ
ン
ト
キ
ャ
ッ
プ
の

利
点
、
内
捜
型
ベ
ン
ト
キ
ャ
ッ
プ
の
問
題

点
や
ベ
ン
ト
キ
ャ
ッ
プ
の
正
し
い
取
付

方
法
な
ど
が
解
説
さ
れ
た
。 

第
四
の
「
換
気
ダ
ク
ト
等
の
不
良
施
工

と
劣
化
原
因
」
で
は
、
換
気
ダ
ク
ト
の
不

良
施
工
例
や
、
換
気
扇
の
劣
化
症
状
で
は

原
因
と
解
消
法
を
ま
じ
え
具
体
的
に
説

明
さ
れ
た
。 

第
五
の
「
換
気
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ

ス
」
で
は
消
費
者
か
ら
の
相
談
が
多
い
も

の
で
、
「
エ
ア
コ
ン
で
換
気
は
で
き
な
い

の
」
、
「
24
時
間
換
気
シ
ス
テ
ム
」「
窓
な

ど
を
活
用
す
る
自
然
換
気
」
等
に
つ
い
て

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
幾
つ
か
紹
介
さ
れ
た
。 

第
六
の
「
換
気
ア
ラ
カ
ル
ト
（
一
問
一

答
）
」
は
時
間
の
関
係
で
講
師
か
ら
の
解

説
は
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
テ
キ
ス
ト

に
は
換
気
に
よ
り
室
内
を
負
圧
に
す
る

場
合
、
正
圧
す
る
場
合
、
全
般
換
気
、
局

所
排
気
等
に
つ
い
て
、
他
に
も
換
気
に
つ

い
て
の
い
ろ
い
ろ
な
事
が
記
述
さ
れ
て

い
た
。 

以
上
で
１
時
限
の
「
換
気
に
つ
い
て
」

の
講
習
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
し
た

が
、
講
習
内
容
を
知
識
に
取
入
れ
、
テ
キ

ス
ト
を
手
元
に
置
い
て
建
築
Ｇ
メ
ン
の

活
動
に
役
立
て
た
い
思
い
で
す
。 

 
 

□
２
時
限 

「
建
築
Ｇ
メ
ン
の
た
め
の
法
律
知
識
」 

講
師 

赤
坂
祐
志
（
弁
護
士 

当
会

理
事
） 

今
回
も
昨
年
度
の
第
３
回
研
修
会
に

引
き
続
き
改
正
民
法
を
含
め
た
講
義
と

な
っ
た
。
前
回
は
改
正
民
法
に
つ
い
て
条

文
の
文
言
の
説
明
な
ど
細
か
い
と
こ
ろ

に
か
な
り
立
ち
入
っ
て
講
義
を
さ
れ
た

の
で
す
が
、
今
回
は
ざ
っ
く
り
大
枠
だ
け

の
研
修
と
し
、
そ
の
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
と

し
て
、
裁
判
所
で
、
改
正
民
法
で
言
う
と

こ
ろ
の
「
契
約
不
適
合
（
瑕
疵
）
」
の
問

題
に
つ
い
て
、
ど
の
様
な
分
析
を
さ
れ
て

審
議
さ
れ
て
い
る
の
か
を
紹
介
し
て
、
建

築
Ｇ
メ
ン
の
皆
さ
ん
の
日
々
の
調
査
報

告
書
の
作
成
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い

と
の
趣
旨
で
講
義
を
さ
れ
た
。 

第
１
部
の
「
改
正
民
法
の
概
要
」
で
は
、

改
正
民
法
の
施
行
日
は
令
和
２
年
４
月

１
日
で
、
こ
の
日
以
降
に
締
結
さ
れ
た
売

買
契
約
、
請
負
契
約
等
に
適
用
さ
れ
、
そ

れ
以
前
に
締
結
さ
れ
た
契
約
つ
い
て
は
、

瑕
疵
の
事
象
が
４
月
１
日
以
降
現
れ
た

場
合
で
も
旧
民
法
が
適
用
さ
れ
、
解
決
が

諮
ら
れ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
ま
た
、

「
瑕
疵
」
と
い
う
用
語
が
改
正
民
法
で
は

無
く
な
り
「
契
約
不
適
合
」
と
い
う
用
語

研修会１時限目の様子 
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が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
新
民
法
562
条

１
項
「
引
き
渡
さ
れ
た
目
的
物
が
種
類
、

品
質
又
は
数
量
に
関
し
て
契
約
の
内
容

に
適
合
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
は
」
と

い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
改
正
民
法
が
適
用
に
な
る
事
案
の
調

査
報
告
書
で
は
用
語
の
変
更
が
必
要
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
契
約
不
適

合
責
任
と
用
語
が
変
わ
っ
て
も
従
来
の

瑕
疵
の
概
念
は
恐
ら
く
変
わ
ら
な
い
だ

ろ
う
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
契

約
不
適
合
責
任
の
効
果
と
し
て
の
「
追
完

請
求
」「
代
金
減
額
請
求
」「
損
害
賠
償
請

求
」
「
解
除
」
な
ど
の
解
説
を
さ
れ
た
。

特
に
契
約
不
適
合
責
任
に
該
当
し
た
場

合
の
「
解
除
」
の
要
件
に
関
し
て
は
、
非

常
に
難
し
い
判
断
を
求
め
ら
れ
る
の
で
、

建
築
士
だ
け
で
の
判
断
で
は
、
被
害
者
の

利
益
を
損
な
う
よ
う
な
場
合
が
あ
る
の

で
、
法
律
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
必
ず
受
け

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
た
。 

第
２
部
の
「
契
約
不
適
合
責
任
の
追
及

期
間
、
手
続
」
で
は
、
建
築
Ｇ
メ
ン
が
依

頼
を
受
け
る
時
に
お
い
て
重
要
な
要
素

と
な
る
。
既
に
時
効
と
な
っ
た
案
件
を
受

け
て
し
ま
う
よ
う
な
事
が
あ
る
と
二
次

被
害
を
生
ん
で
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り

え
る
の
で
、
建
築
Ｇ
メ
ン
に
も
、
被
害
者

に
も
、
非
常
に
気
を
付
け
て
も
ら
い
た
い

法
律
で
す
。
新
民
法
で
は
、
消
滅
時
効
期

間
は
短
期
の
５
年
と
長
期
の
10
年
が
定

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
消
滅
時
効
期
間
内

に
通
知
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど

の
消
滅
時
効
と
通
知
と
の
関
係
、
催
告
の

必
要
性
な
ど
を
示
さ
れ
、
図
示
と
解
説
で

詳
し
く
説
明
を
さ
れ
た
。
ま
た
、
消
滅
時

効
に
関
し
て
は
、
受
講
者
か
ら
質
問
も
活

発
に
行
わ
れ
、
講
師
か
ら
は
解
り
や
す
く

回
答
を
い
た
だ
い
た
。
他
に
、
品
確
法
に

関
し
て
も
ふ
れ
ら
れ
、
瑕
疵
と
い
う
用
語

を
残
し
て
い
る
こ
と
や
新
民
法
の
通
知

は
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
も
解
説
さ
れ
、

Ｇ
メ
ン
が
建
物
調
査
を
引
き
受
け
る
場

合
は
、
ま
ず
は
「
契
約
書
」
（
添
付
約
款

も
含
む
）
の
責
任
追
及
期
間
の
確
認
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
と
さ
れ
た
。 

 

第
３
部
の
「
契
約
不
適
合
（
瑕
疵
）
に

つ
い
て
」
で
は
、
法
律
家
か
ら
見
た
建
築

物
の
契
約
不
適
合
（
瑕
疵
）
の
紛
争
に
お

い
て
は
、
建
築
関
係
専
門
家
（
建
築
士
等
）

の
調
査
報
告
書
は
最
重
要
な
証
拠
と
な

る
事
。
契
約
不
適
合
（
瑕
疵
）
の
類
型
と

し
て
は
、
約
定
違
反
型
・
法
令
違
反
型
・

施
工
精
度
型
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て

裁
判
所
か
ら
作
成
を
求
め
ら
れ
る
瑕
疵

一
覧
表
を
取
り
上
げ
ら
れ
具
体
的
に
解

説
さ
れ
た
。
ま
た
、
建
築
関
係
専
門
家
が

裁
判
所
に
お
け
る
契
約
不
適
合
責
任
の

整
理
方
法
を
調
査
報
告
書
の
作
成
す
る

際
に
も
意
識
す
る
よ
う
心
が
け
て
ほ
し

い
と
要
望
さ
れ
、
そ
の
為
に
は
、
契
約
不

適
合
を
「
実
際
の
施
工
」
と
「
あ
る
べ
き

施
工
と
そ
の
根
拠
」
に
分
析
し
て
、
こ
の

分
析
方
法
を
調
査
報
告
書
に
生
か
す
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
「
あ
る
べ
き
施
工
と

そ
の
根
拠
」
の
記
載
が
十
分
で
な
い
と
、

法
律
家
（
弁
護
士
）
は
契
約
不
適
合
責
任

の
主
張
を
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
、
建
築
物
の
契

約
不
適
合
（
瑕
疵
担
保
）
責
任
に
お
い
て
、

調
査
報
告
書
は
最
重
要
な
証
拠
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
方
で
は
依
頼
者
が
負
担
で
き

る
調
査
費
用
に
も
限
界
が
あ
り
、
必
ず
し

も
調
査
費
用
は
紛
争
の
相
手
方
か
ら
全

額
回
収
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
調

査
費
用
に
つ
い
て
は
、
依
頼
者
に
説
明
す

る
と
と
も
に
業
務
委
託
契
約
書
に
書
面

化
す
べ
き
で
あ
り
、
追
加
調
査
に
お
い
て

も
、
調
査
の
必
要
性
の
説
明
、
追
加
調
査

費
用
の
発
生
の
説
明
や
書
面
化
も
必
要

で
あ
る
と
語
ら
れ
た
。 

今
回
の
講
習
で
は
改
正
民
法
の
解
説

と
と
も
に
、
建
築
Ｇ
メ
ン
が
依
頼
を
受
け

て
調
査
報
告
書
を
作
成
す
る
上
で
心
が

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
事
を
解

説
し
て
い
た
だ
い
た
思
い
が
し
ま
す
。
こ

の
講
習
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

の
建
築
Ｇ
メ
ン
の
活
動
に
生
か
し
て
い

き
た
い
と
い
う
思
い
で
す
。 
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単
位
（
ユ
ニ
ッ
ト:

構
成
単
位
、 

モ
ジ
ュ
ー
ル
測
定
単
位
）
の
お
話 

 
 

文
責 
常
任
理
事 

原
田 

久
義 

（
構
造
設
計
一
級
建
築
士 

建
築
Ｇ
メ
ン
） 

 

建
築
で
、
今
で
も
普
段
耳
に
す
る
昔
の
単

位
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。
先
ず
「
単

位
」
を
、
国
語
辞
書
で
調
べ
る
と
「
数
量
を
は

か
る
基
準
と
な
る
も
の
」
と
あ
る
。
手
元
に

あ
る
漢
和
辞
典
の
音
訓
索
引
で
「
は
か
る
」

を
引
く
と
数
を
数
え
る
も
の
と
、
企
て
る
の

を
合
わ
せ
る
と
24
字
あ
り
ま
し
た
。
「
計

る
」
「
測
る
」
「
量
る
」
「
図
る
」
の
４
つ
し
か
頭

に
浮
か
ば
ず
、
驚
き
と
情
け
な
さ
が
湧
き

ま
し
た
。
数
を
数
え
る
字
の
使
い
分
け
を
少

し
紹
介
す
る
と
、
「
画
」
：
漢
字
の
画
数
を
数

え
る
。
「
度
」
：
め
も
り
。
図
形
の
角
度
、
温
度

の
単
位
。
「
計
」
：
数
や
時
間
を
数
え
る
。

「
測
」
：
物
の
長
さ
、
広
さ
、
深
さ
、
速
度
を

数
え
る
、
測
る
。
「
量
」
：
重
さ
、
体
積
を
数

え
る
、
量
る
。
が
あ
る
。
本
当
に
は
か
り
方
、

数
え
方
は
多
種
多
様
で
あ
る
。 

基
準
と
な
る
測
定
単
位
も
多
種
多
様
で

あ
る
。
体
積
で
は
、
小
さ
じ
一
杯
、
ど
ん
ぶ

り
一
杯
、
バ
ケ
ツ
一
杯
か
ら
東
京
ド
ー
ム
１

個
分
。
広
さ
で
は
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
何
面
分
、

タ
タ
ミ
何
枚
分
。
長
さ
で
は
競
馬
の
何
馬
身

差
、
地
球
何
周
分
。
速
さ
で
は
音
速
。
い
ろ

い
ろ
な
測
定
単
位
が
あ
る
。 

現
在
は
、
メ
ー
ト
ル
、
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
基
本

と
す
る
単
位
系
で
１
メ
ー
ト
ル
の
千
分
の
一

が
１
㎜
、
１
メ
ー
ト
ル
の
千
倍
が
１
㎞
、
１
キ

ロ
グ
ラ
ム
の
千
分
の
一
が
１
ｇ
、
１
キ
ロ
グ
ラ
ム

の
千
倍
が
１
ト
ン
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
、
日
本
の
旧
単
位
系
は
、
長
さ
は
１

間
（
ケ
ン
＝1

.81
8
1
81

81

ｍ
）
を
基
準
と
し
、

重
さ
は
１
貫
（
カ
ン
＝
3750
ｇ
）
が
基
準
で
あ
っ

た
の
か
と
推
測
す
る
。
長
さ
の
１
間
（
ケ
ン
）

を
基
準
に
、
１
間
＝
６
尺
（
シ
ャ
ク
）
、
１
尺

＝
10
寸
（
ス
ン
）
、
１
丈
（
ジ
ョ
ウ
）
＝
10
尺

を
用
い
て
家
を
建
て
る
の
で
す
。
こ
れ
が
街

づ
く
り
、
水
路
と
な
る
と
も
っ
と
長
い
単
位

が
必
要
と
な
り
、
１
町
（
チ
ョ
ウ
）
＝
60
間

（
＝
60×

1
.8

1
8
1

ｍ
＝109.0909

ｍ
）
、
１
里

（
リ
）
＝
36
町
（
チ
ョ
ウ
＝
60×

36
間
＝

3
9
2
7
.2

7
2
7

ｍ
）
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
で

利
根
川
水
路
を
作
る
の
だ
か
ら
す
ご
い
で
す

ね
。
重
さ
の
１
貫
（
カ
ン
＝
3750
ｇ
）
を
基
準
に

１
貫
の
千
分
の
一
が
１
匁
（
モ
ン
＝
3.75
ｇ
）
で
、

10
匁
＝
１
両
（
リ
ョ
ウ
＝
37.5
ｇ
）
、
160
匁
＝

１
斤
（
キ
ン
＝
600
ｇ
）と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
面
積
は
長
さ×

長
さ
な
の
で
、
現
在
は

１
ｍ ×

１
ｍ
＝
１
㎡
（
平
方
メ
ー
ト
ル
）
、
10

ｍ×

10
ｍ
＝
１
ａ
（
ア
ー
ル
）
、
100
ｍ×

100
ｍ

＝
１
㏊
ヘ
ク
タ
ー
ル
）、
１
㎞×

１
㎞
＝
１
キ
ロ

平
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
旧
単
位

系
で
は
１
間
（
イ
ッ
ケ
ン
）
＝
180
㎝
メ
ー
ト
ル

×

１
間
＝
１
坪
（
ツ
ボ
）
が
基
準
で
あ
っ
た
か

と
推
測
し
ま
す
。
１
坪
の
１
／
２
で
１
畳

（ジ
ョ
ウ
）、
タ
タ
ミ
１
枚
で
す
。
さ
ら
に
、
30

坪
で
１
畝
（
セ
）
。
10
畝
（
＝
300
坪
）
で
１
反

（
タ
ン
）
。
10
反
（
＝
100
畝
＝
3000
坪
）で
１
町

（
チ
ョ
ウ
）
。
で
も
、
昔
は
ど
の
よ
う
に
１
町
が

3000

坪
で
60

間×

50

間
で

109.09

ｍ×

90.91

ｍ
＝9917.34

㎡
と
計
測
で
き
た
の
で

し
ょ
う
ね
。 

漢
字
で
数
を
表
す
と
一
、
十
、
百
、
千
、

万
（
＝10,000

）
と
続
き
１
万
倍
（
ゼ
ロ
が
４

つ
増
え
る
）
ご
と
に
、
億
、
兆
、
京
（
ケ
イ

10
16

）、
垓
（ガ
イ

10
20

）、
・・・・と
続
き
、
不

可
思
議
（
フ
カ
シ
ギ 

10
80

）
、
無
量
大
数
（
ム

リ
ョ
ウ
タ
イ
ス
ウ

10
88

）と
続
い
て
い
き
ま
す
。

10
88

は
、
十
の
88
乗
で
１
の
後
ろ
に
「
０
」
が

88
並
び
ま
す
。
天
文
学
的
数
字
と
は
よ
く

言
っ
た
も
の
で
す
が
、
天
文
学
の
基
本
単
位

の
１
つ
に
「
光
年
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

光
が
１
年
間
に
進
む
距
離
の
こ
と
で
す
。
こ

の
距
離
は
約
9500
兆
ｍ
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で

の
距
離
だ
か
想
像
も
つ
き
ま
せ
ん
。
実
に
16

桁
の
数
値
で
す
。
あ
る
星
ま
で
の
距
離
を
た

と
え
ば
１
万
光
年
で
あ
る
と
し
た
と
き
、
メ

ー
ト
ル
で
は
約
9500
京
ｍ
で
20
桁
の
数
値
と

な
り
と
て
も
読
み
切
れ
る
も
の
で
な
い
の
で
、

光
が
１
年
間
に
進
む
距
離
を
単
位
と
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
光
が
１
万
年
も
の
時

間
進
む
こ
と
の
方
に
驚
い
て
し
ま
い
ま
す
。 

体
積
の
単
位
は
、
小
さ
じ
３
杯
が
大
さ
じ

１
杯
で
す
。
最
近
は
１
升
（
シ
ョ
ウ
）
瓶
は
な

く
な
り
ま
し
た
が
こ
ち
ら
の
方
は
、
10
倍

10
倍
で
名
前
が
つ
い
て
い
ま
す
。
１
升
瓶
を

基
準
と
す
る
と
、
10
分
の
１
で
１
合
（
ゴ
ウ
）

更
に
10
分
の
１
で
１
勺
（
シ
ャ
ク
）
に
な
り
ま

す
。
１
升
を
10
倍
す
る
と
１
斗
（
ト
）
で
更

に
10
倍
す
る
と
１
石
（
コ
ク
）
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
10
進
法
に
な
っ
て
い
ま
す
が
小
数
点

が
な
か
っ
た
の
で
す
べ
て
に
名
前
が
付
い
て
い

た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に

お
い
て
は
、
手
の
親
指
以
外
の
「
４
つ
の
指
の

３
つ
の
関
節
」
を
用
い
て
４×

３
で
「
12
進

法
」
を
表
現
し
て
い
た
そ
う
で
す
。 

そ
し
て

も
う
一
方
の
手
の
指
５
本
を
そ
こ
に
掛
け
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
５×

12
＝
60
と
し
て
、
時

間
の
基
礎
と
な
っ
た
「
60
進
法
」
を
表
現
し

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
か
、
１
ヤ

ー
ド
（＝0.9144

ｍ
）＝
３
フ
ィ
ー
ト
＝
36
イ

ン
チ
で
す
。
１
マ
イ
ル
（
＝1609.344

ｍ
）
は
、

1760
ヤ
ー
ド
、
こ
こ
で
も
ま
た
異
な
る
倍
率
が

出
て
き
ま
す
。 

数
値
単
位
と
し
て
見
る
か
、
大
き
さ
の
割

合
と
し
て
見
る
か
の
違
い
で
す
が
、
算
数
か

ら
離
れ
て
何
年
も
経
る
と
数
値
単
位
で
な
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く
、
ひ
と
く
く
り
の
大
き
さ
と
し
て
の
単
位

（
モ
デ
ュ
ー
ル
）
の
割
合
の
方
が
受
け
入
れ
易

い
で
す
。
何
で
も
か
ん
で
も
便
利
な
時
代
で

頭
を
使
う
機
会
が
減
っ
て
き
て
い
る
の
で
、

認
知
証
予
防
の
た
め
に
、
こ
れ
は
あ
れ
の
何

倍
、
あ
れ
は
こ
れ
の
何
分
の
一
と
な
る
べ
く

頭
脳
回
転
を
さ
せ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。 

 

 

 

□
2020
年
度
第
４
回
研
修
会
の
予
告 

次
回
研
修
会
は
、

2021

年
４
月

10

日

（
土
）
、
品
川
区
立
総
合
区
民
会
館
（
き

ゅ
り
あ
ん
）
に
て
開
催
し
ま
す
。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

～～
編編
集集
後後
記記
～～  

今
年
も
残
る
と
こ
ろ
一
か
月
あ
ま
り

と
な
り
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
話
題
が
中
心
と
な
る
は
ず
で

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界

的
な
感
染
拡
大
の
報
道
に
明
け
暮
れ
る

日
々
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
日
本
で

も
11
月
に
は
第
三
波
が
到
来
す
る
と
い

う
事
態
に
な
り
、
い
ま
だ
に
終
息
が
見
え

な
い
状
況
で
す
。
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
出
現
に
よ
り
、
建
築
の
世
界
が
ど

う
変
化
し
て
行
く
の
か
注
視
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
今
号
で
は
、
昨
年
施
行

さ
れ
た
改
正
民
法
を
中
心
に
法
律
に
関

す
る
記
事
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
が
、

建
物
に
関
す
る
法
律
も
常
に
改
正
さ
れ

て
い
ま
す
。
建
築
士
法
・
建
築
基
準
法
・

マ
ン
シ
ョ
ン
に
関
す
る
法
律
・
不
動
産
に

関
す
る
法
律
な
ど
多
く
の
法
律
や
条

例
・
規
則
・
告
示
な
ど
、
い
ず
れ
か
が
毎

年
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

建
築
技
術
や
材
料
な
ど
も
社
会
の
状
況

に
応
じ
て
法
律
同
様
に
変
っ
て
ゆ
き
ま

す
。
特
に
大
き
な
災
害
や
事
故
な
ど
が
あ

る
と
法
律
も
技
術
や
材
料
も
必
ず
と
言

っ
て
い
い
ほ
ど
変
わ
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
お
い
て
も
建
築
に
関
連

し
た
法
改
正
や
技
術
改
革
が
行
わ
れ
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
建
築
Ｇ
メ
ン
も
専

門
家
と
し
て
対
応
で
き
る
よ
う
に
常
に

新
し
い
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
・
・
・
・
。 

（
Ｈ
Ｋ
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無料電話相談窓口のご案内 

あなたの家は大丈夫ですか？ 

欠陥住宅など、住まいに関する相談・質問がある方は、当会ウェブサイト 

の相談員名簿（http://www.kenchiku-gmen.or.jp/sumai110.html） 

に掲載されているお近くの相談員まで、直接アクセスして下さい。 
 

誰に相談すれば良いかわからないなど、不明な点がありましたら、 

事務局にお問合せいただければ、適当な相談員をご案内します。 

  TEL：0３-６８０５-３７４１ / FAX：0３-６８０５-３７１９ 

  E-mail：jimukyoku@kenchiku-gmen.or.jp 

 

一緒に活動しませんか！ 

 

●会員の種類   ●年会費 

正  会  員 ----- 24,000 円 

消費者正会員 ----- 12,000 円 

一 般 会 員  -----  6,000 円 

団体一般会員 ----- 48,000 円 

   

※ご入会の際は入会申込書が必要です。 

事務局までご連絡ください。 

会員の種類： 
正会員、消費者正会員、一般会員、団体一般会員の４種あります。「義務と
権利」、「会費」が異なります。 
 
▽正会員 
「正会員」は、会の中核を担う存在で、総会の議決権を持ち、会の目的達成
のために必要な活動をし、会の運営に携わるものとします。相談等の業務へ
の対応は消費者正会員を除く「正会員」である必要があります。 
 
▽一般会員 
「一般会員」は「正会員」に比べ賛助会員としての性格を帯びています。も
ちろん積極的な参加もできますが、イベント参加や情報提供だけで良いとい
う方向けのものです。会社など団体で登録される場合は「団体一般会員」と
なりますが、会社の責任者が別途正会員になる必要があります。また、団体
一般会員であることを宣伝したり、名刺等に表記できません。 
   

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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